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士
也

講
蕊
…

80
3
字

肌

2 4
2 4

塞
驫

理毒

所だより
罐

鰡

の
2

･
3
%
、
3

.
1
%
か
ら
縮

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
な
ど
堅
調

ま
っ
た
。
上
昇
し
た
調
査
地
点
は

ガ
ス
総
r

療

の
下
落
と
な
り
、
下
落
率
は
前
年

正
社
員
の
給
与
が
回
復
の
傾
向

り蜜
蝋
“
井
総饗“

≧
≧
!
≦
!
-
J
I

Sン

詔
皺

彩
色

隧塾
覇

前
年
の
5
4
6
か
ら
2
0
0
8
地

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
1
月

点
へ
と
増
加
し
た
。

の
毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
よ
る

3
大
都
市
圏
の
下
落
率
は
o
･

と
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く

一
般
労
働

公
示
地
価
、
底
入
れ
の
兆
し

6
%
と
底
入
れ
が
視
野
に
入
っ

者
(正
社
員
)
の
給
与
総
額
は
前
年

都
市
部
で
上
昇
地
点
増
え
る

た
。

同
月
比
で
1
.
3
%
増
加
し
た
。株

商
業
地
で
は
再
開
発
が
進
む
地

高
や
円
高
の
是
正
に
伴
い
、
消
費

国
土
交
通
省
が
発
表
し
た
2
0

城
を
中
心
に
大
型
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル

者
心
理
の
改
善
が
企
業
業
績
を
押

1
3
年
1
月
1
日
時
点
の
公
示
地

や
商
業
施
設
が
集
積
し
、
交
通
の

し
上
げ
、
正
社
員
の
給
与
に
も
回

価
は
、
全
国
平
均

(全
用
途
)
で

便
が
よ
い
都
市
部
へ
の
回
帰
が
強

復
の
傾
向
が
出
て
き
た
よ
う
だ
。

前
年
比
1
･
8
%
下
落
し
た
。
5

ま

っ
て
い
る
。

残
業
代
や
ボ
ー
ナ
ス
を
含
む
給

年
連
続
の
前
年
割
れ
だ
が
、
下
落

デ
フ
レ
脱
却
の
期
待
か
ら
不
動

与
の
総
額
は
パ
ー
ト
な
ど
を
含
め

率
は
前
年
の
2
･
6
%
か
ら
縮
小

産
に
資
金
が
流
入
し
て
お
り
、
都

る
と
前
年
同
月
比
で
0
･
7
%
増

し
た
。
3
大
都
市
圏
で
は
上
昇
に

市
部
の
物
件
取
得
に
弾
み
が
つ
い

え
た
。
増
加
は
9
カ
月
ぶ
り
。

転
じ
る
地
点
が
相
次
い
で
お
り
、

て
い
る
。

一
般
労
働
者
の
1
月
の
残
業
代
や

地
価
に
底
入
れ
の
兆
し
が
み
ら
れ

足
元
で
は
オ
フ
ィ
ス
の
空
室
率

ボ
ー
ナ
ス
を
含
む
給
与
総
額
は
2

る
。

の
低
下
や
賃
料
の
上
昇
な
ど
地
価

0
1
1
年
5
月
以
来
の
高

い
伸

用
途
別
で
は
住
宅
地
で
1
･
6

上
昇
に
つ
な
が
る
要
素
が
増
え
て

び
。
消
費
関
連
企
業
が
堅
調
で
、

%
の
下
落
、
商
業
地
で
2

･
1
%

い
る
。

製
造
業
に
比
べ
低
か
っ
た
給
与
水

小
川
富
也
税
理
士
事
務
所
だ
よ
り

士
也

翻
滋

80
3
字

肌

2 4
2 4

人
譫
言

発
行
弾
逮癜
封
鼾

編
牡
月
纖飜
報

税
小
熟認
無機

業
務
上
の
問
題
点
な
ど
を

共
有
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

不
動
産
管
理
業
の
S
社
は
、
業

務
上
の
問
題
点
を
社
内
の
共
有

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
力
し
、
全
社

員
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

業
務
上
の
問
題
点
な
ど
を
思
い

つ
い
て
も
若
手
社
員
は
会
議
で
上
司

を
気
に
し
て
発
言
す
る
こ
と
を
遠

慮
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
問
題
点
や
改
善

策
を
入
力
す
る
方
式
を
導
入
し
た
。

良
い
提
案
で
あ
れ
ば
、
年
齢
や

社
歴
に
関
係
な
く
評
価
し
、全
社
員

で
問
題
点
を
共
有
す
る
。
週
に
1

回
、業
務
上
の
問
題
点
や
改
叢
屏
束
の

ほ
か
、事
業
の
新
企
画
な
ど
思
い
つ

い
た
ア
イ
デ
ア
な
ら
何
で
も
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
書
き
込
む
よ
う
に
し

た
。
全
社
員
が
閲
覧
で
き
る
た
め

問
題
点
の
改
善
や
企
画
の
実
行
な

ど
の
効
率
化
が
図
れ
た
と
い
う
。

準
を
引
き
上
げ
る
動
き
が
出
て
い

る
。
パ
ー
ト
を
含
め
た
給
与
総
額

を
業
種
別
に
み
る
と
、
生
活
関
連

サ
ー
ビ
ス
、
医
療
、
福
祉
系
で
働

く
八
の
1
月
の
給
与
は
前
年
同
月

比
4

･
6
%
の
増
加
だ

っ
た
。

鬮
圏
圏

マ
ネ
タ
リ

ベ
ー
ス

世
の
中
に
出
回
っ
て
い
る

現
金

(銀
行
券
と
硬
貨
)
と

金
融
機
関
が
預
金
の
払
い
戻

し
な
ど
に
備
え
て
日
銀
に
預

け
て
い
る

｢当
座
預
金
｣
の

残
高
の
合
計
で
、
資
金
供
給

量
と
も
い
う
。
日
銀
は
不
景

気
な
と
き
は
金
融
機
関
が
持

つ
国
債
を
買
い
上
げ
、
マ
ネ

タ
リ
ー
ベ
ー
ス
を
増
や
し
て

経
済
を
刺
激
す
る
。
一
方
、

景
気
が
過
熱
し
て
い
る
と
き

は
、
日
銀
が
持
つ
国
債
を
金

融
機
関
に
売
っ
て
資
金
を
吸

い
上
げ
る
。
日
銀
は
国
債
の

売
り
買
い
に
よ
っ
て
当
座
預

金
残
高
を
直
接
動
か
せ
る
の

で
、
マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
は

金
融
政
策
の
姿
勢
を
示
す
一

つ
の
指
標
に
な
る
。

マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
を
増

や
す
背
景
に
は
利
子
が
低
い

日
銀
の
当
座
預
金
が
積
み
上

が
れ
ば
、
金
融
機
関
が
も
っ

と
金
利
水
準
が
高
い
企
業
へ

の
貸
付
や
収
益
率
の
高
い
株

式
な
ど
に
資
金
を
回
す
よ
う

に
な
り
、
経
済
が
活
性
化
す

る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。



5月号)

凄

樗
飜
簾
鰹
き

法
制
審
が
民
法
改
正
試
案

法
務
省
諮
問
機
関
の
法
制
審
議
会
は
、
個
人
の
連
帯
保
証
を
一部
廃
止
す
る
民
法

朧
扇
讓
鷲
蠣

に謝駕撒孫脈想聡*跡淑域隣佼粉簗諜
▼驚蛛潮磁燧電話姪頤常しき総鼈精妙槻

合

商
慣
行
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
す
。

割

砺
ぃ

村

金
融
庁
で
は
、
金
融
機
関
な
ど
が

磯

“

燃鰻嫌
謹
聴
熟
雄

隊

ぎ

驚
認
“勁杉鉈翔皺乱数の婉けば、

保

敦

金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
場

総
“-

-
-
-
-
｢
-
-俵
擶
乱ほか残せば儲劾著壞驚の滞

鬱
蹴
煎
…
⑪
⑪
㈱
溌

閲

鬘

灘
翳
瀞
豹
1℃

法
制
審
議
会
で
は
、
連
帯
保
証

め

い

o

抹
隣

7

証
と

1

保

こ

入

れ

7

諸

烈
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叡
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Û

Û
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人
と
な
っ
た
個
人
が
多
額
の
債
務
を
抱
え

｢生
活
の
破
綻
に
追
い
込
ま
れ
る
例
が
後

を
絶
た
な
い
｣と
指
摘
。
個
人
保
証
を
｢原

則
的
に
無
効
｣
と
す
る
案
が
検
討
さ
れ
ま

し
た
。
民
法
改
正
の
背
景
に
は
中
小
企
業

の
融
資
に
お
い
て
、
保
証
人
を
受
け
る
第

三
者
に
は
リ
ス
ク
の
み
が
背
負
わ
さ
れ
、

貸
し
手
が
負
う
べ
き
リ
ス
ク
を
連
帯
保
証

人
に
押
し
付
け
る
仕
組
み
は
改
め
る
べ
き

と
の
判
断
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
個
人

保
証
の
な
か
で
も
経
営
者
本
人
が
保
証
す

る

｢経
営
者
保
証
｣
は
廃
止
の
対
象
外
と

す
る
方
針
で
す
。

■
経
営
者
が
返
済
不
能
の
場
合
は

裁
判
所
判
断
で
負
担
減
免
も
■

一
方
、
経
営
者
が
返
済
不
能
と
な
り
金

融
機
関
な
ど
か
ら
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
た
場

合
は
、
裁
判
所
が
支
払
能
力
な
ど
を
考
慮

し
て
、
負
担
を
減
免
で
き
る
救
済
措
置
の

新
設
も
検
討
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
住
宅
ロ

ー
ン
や
賃
貸
住
宅
の
契
約
な
ど
で
求
め
ら

れ
る
個
人
保
証
も
廃
止
の
対
象
外
と
す
る

も
の
の
契
約
時
、
保
証
人
へ
債
務
内
容
の

説
明
義
務
を
怠
れ
ば
契
約
を
解
除
で
き
る

よ
う
配
慮
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

■
個
人
保
証
廃
止
で
担
保
と
な
る
資
産

が
な
け
れ
ば
貸
し
渋
り
も
懸
念
■

改
正
案
で
は
、
第
三
の
連
帯
保
証
人
の

生
活
を
脅
か
す
状
況
は
排
除
。
消
費
者
保

護
の
面
か
ら
も
考
慮
さ
れ
る
一
方
、
問
題

点
も
残
り
ま
す
。
金
融
機
関
は
、
中
小
企

業
な
ど
が
担
保
と
な
る
価
値
の
高
い
資
産

が
あ
れ
ば
、
第
三
者
の
個
人
保
証
を
つ
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
資
産
を
持
た
な

い
企
業
は
、
個
人
保
証
が
廃
止
さ
れ
る
こ

と
で
、
金
融
機
関
の
融
資
へ
の
与
信
力
が

狭
ま
り
貸
し
渋
り
が
起
き
る
縣
家
芯
も
残
り

ま
す
。

“

金
融
庁
で
は
平
成
19
年
以
降
、
A
B
L

(A
s
s

e
t

B
a

s
e
d

L
e
n
d

i
n

g
"
動
産
担
保
融
資
)
を
促
す
も
の

の
進
ま
ぬ
融
資
に
、
平
成
笏
年
2
月
、
企

業
が
保
有
す
る
在
庫
や
設
備
、
売
掛
金
な

ど
を
不
動
産
と
同
等
以
上
の
資
産
価
値
に

評
価
で
き
る
よ
う
金
融
検
査
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
見
直
す
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
動
産

は
、
不
動
産
同
様
ゐ
%
と
評
価
し
、
売
掛

金
は
80
%
と
す
る
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

◇

こ
の
他
、
民
法
改
正
案
で
は
、
債
権
の

譲
渡
禁
止
特
約
に
つ
い
て
も
見
直
し
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
優
位
な
立
場
に
あ
る
企

業
が
下
請
け
企
業
か
ら
商
品
を
納
入
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
場
合
、
代
金
を
受
け
取

る
権
利

(債
権
)
を
他
の
企
業
な
ど
へ
譲

渡
し
な
い
よ
う
特
約
を
付
け
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

こ
の
特
約
も
制
限
し
、
下
請
企
業
が
債

権
譲
渡
で
資
金
を
確
保
し
や
す
く
す
る
方

針
で
す
。



5月号)

m
m
川
一
m

l
.
取
引
先
の
倒
産
、
業
況
悪
化
な
ど
■

!
ナ
硼

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
、

醇
巨
一
I

◆

雜
豊
三

保
証
限
度
額
を
別
枠
化
に

＼

-

さ
不
景
気
に
よ
る
取
引
先
の
倒
産
に
よ
り
売
掛
金
の
回
収
が
困
難
に
な
り
、
取
引
先

)

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度
と
は
、

ら
8
号
ま
で
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
例

中
小
企
業
信
用
保
険
法
で
定
め
る
要
因
に

え
ば
、
取
引
先
の
倒
産
な
ど
の
よ
る
資
金

よ
っ
て
経
営
の
安
定
に
支
障
が
生
じ
て
い

繰
り
悪
化
の
よ
う
な
場
合
は
、
1
号
、
2

る
中
小
企
業
者
に
対
し
、
信
用
保
証
協
会

号
、
5
号
の
摘
要
が
可
能
で
す
。
し
か
し
、

を
通
じ
、保
証
限
度
額
の
別
枠
化
に
よ
り
、

複
数
へ
の
掛
け
持
ち
や
複
数
回
の
適
応
は

資
金
調
達
の
円
滑
化
を
図
る
制
度
で
す
。

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
各
分
類
と
も
対
象

各
種
要
因
に
よ
り
次
の
よ
う
に
1
号
か

中
小
企
業
者
と
し
て
の
要
件
が
定
め
ら
れ

内

内

て
い
ま
す
。

以

酔

内
鞁

ー
号
連
鎖
倒
産
防
止

内

円

言

2
号
…
取
引
先
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
等
の
事

業
活
動
の
制
限

靭
内
似
礪

保…
則
吶
似
妨

正
熱
誠
滿
裝

赤
劇
職
瀕
衾

椚保
跟
雄
館
証
LI
ネー
齦
臆
鰍
証

3
号
者
突
発
的
"災
宝
□
(事
故
な
ど
)

の
僞
駝
協
鳰
.｢

｣
備
証
臨
鳰

4
号
者
突
発
的
災
害

(白
-状
"災
宝
口、な
ど
)

般
靴
課
弼

"
韶
課
嵌
鬮

、

十
普
欝
鯖

沈
鬱
割
欝
鱒

5
号
…
業
況
の
悪
化
し
て
い
る
業
種

(全

無

保

一

-無

保

国
的
)

担

セ

担

6
号

…
取
引
金
融
機
関
の
破
綻

無

無

7
号
…
金
融
機
関
の
経
営
の
相
当
程
度
の

[一般保証限度額]

普通保証2 億以内

無担保保証8
,
000万円以内

無担保無保証人保証1
,
250万円以内

[別枠保証限度額]

普通保証 2億円以内

無担保保証8
,
000万円以内

無担保無保証人保証1
,
250万円以内

合
理
化
に
伴
う
金
融
取
引
の
調
整

8
号

“
金
融
機
関
の
整
理
回
収
機
構
に
対

す
る
貸
付
債
権
の
譲
渡

ま
た
、
1
号
、
2
号
、
5
号
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
1
号
M
倒
産
関
連

大
型
倒
産
が
発
生
し
た
際
に
、
当
該
倒

産
事
業
者
と
取
引
の
あ
っ
た
中
小
企
業
者

が
売
掛
金
の
回
収
難
な
ど
で
連
鎖
倒
産
す

る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
対
象
中
小
企
業
者
と
し
て
、
売
掛
債

権
金
額
ま
た
は
当
該
事
業
者
と
の
取
引
規

模
に
関
し
て
要
件
が
あ
り
ま
す
。

②
2
号
…
取
引
先
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
等
の

事
業
活
動
の
制
限

生
産
量
の
縮
小
、
販
売
量
の
縮
小
、
店

舗
の
閉
鎖
な
ど
の
事
業
活
動
の
制
限
を
行

っ
て
い
る
事
業
者
と
直
接

･
間
接
的
に
取

り
を
行

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
売

上
な
ど
が
減
少
し
て
い
る
中
小
企
業
者
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
中
小
企
業
者
と
し
て
、
当
該
事
業
者

と
の
取
引
依
存
度
お
よ
び
売
上
高
減
少
割

合
な
ど
に
要
件
が
あ
り
ま
す
。

⑨
5
号
…
業
況
の
悪
化
し
て
い
る
業
種

全
国
的
に
業
況
の
悪
化
し
て
い
る
業
種

に
属
す
る
中
小
企
業
者
を
支
援
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
緊
急

保
証
制
度
が
継
続
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

無
担
保
8
0
0
0
万
円
、
有
担
保
2
億
円

の
融
資
限
度
額
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

返
済
期
間
は
最
大
7
年
以
内
で
、
信
用
保

証
協
会
が
1
0
0
%
保
証
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
の
は
、
最
近
3
ヶ
月
間
の

月
平
均
売
上
高
等
が
前
年
同
期
比
5
%
以

上
減
少
し
て
い
る
こ
と
-
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
市
区
町
村
の
認
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
平
成
25
年
4
月
1
日
~
平
成

25
年
9
月
30
日
ま
で
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
保
証
5
号
の
対
象
業
種
と
し
て
、
7
2

7
業
種
(細
分
類
)が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

｣

■
手
続
き
の
流
れ
■

-

対
象
と
な
る
中
小
企
業
の
方
ぱ
、
本
店

(個
人
事
業
主
の
方
は
主
た
る
事
業
所
)

所
在
地
の
市
町
村

(ま
た
は
特
別
区
)
の

商
工
担
当
課
な
ど
の
窓
口
に
認
定
申
請
書

2
通
を
提
出

(そ
の
事
実
を
証
明
す
る
書

面
な
ど
が
あ
れ
ば
添
付
)
し
、
認
定
を
受

け
、
希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は
所
在
地
の

信
用
保
証
協
会
に
認
定
書
を
持
参
の
う

え
、
保
証
付
き
融
資
を
申
し
込
む
こ
と
が

必
要
で
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
制
度
に
関
す

る
詳
細
は
中
小
企
業
庁
H
P

B
□
…＼
＼
"
"
"
う
け
こ
の汀
O
B
出

窓
な
滞
日
き
＼

お
雪
巴
①戸
短
堵
oこ
げ
目
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。



4
7

(5月号)

2

･

月
告
く

納

,

月
月

-

開
料

-

上
、
商
品
代
金
が
回
収
で
き
な
い
と
い
っ

す
る
場
合
を
い
い
ま
す
。

皿

日
銀
が
打
ち
出
し
た
大
胆
な
金
融

い
、
時
代
遅
れ
と
な
っ
た
事
業
構
造
剛

た
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

し
か
し
、
通
信
販
売
で
は
、
一
般
消
費

皿
緩
和
策
に
よ
り
、
超
円
高
が
是
正
さ

に
こ
そ
本
質
的
な
問
題
が
あ
る
。
▼
囲

ま
す
。

者
を
対
象
に
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
1

馴
れ
、
こ
れ
を
好
感
し
た
株
式
市
場
も

金
融
政
策
な
ど
の

｢3
本
の
矢
｣
に
皿

で
は
、
1
回
限
り
の
販
売
し
か
し
て
い

回
き
り
の
取
引
と
な
る
場
合
も
多
い
の
が

皿
回
復
基
調
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
金
融

続
く
の
は
企
業
だ
。
企
業
自
身
の
改
聞

な
い
顧
客
に
対
す
る
売
掛
債
権
の
貸
倒
れ

実
情
で
す
。
通
常
、
販
売
側
は
、
1
回
で

馴
緩
和
に
批
判
的
だ
っ
た
経
済
界
も
円

、ら

革
と
成
長
戦
略
、
雇
用
改
善
を
実
行
聞

は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
る
の
で
し
ょ

も
注
文
が
あ
っ
た
顧
客
に
つ
い
て
、
｢継

皿
安
に
な
り
、
株
価
も
堅
調
で
あ
る
こ

わ
~

し
な
け
れ
ば
日
本
経
済
の
再
生
は
望
皿

う
か
。

続

･
反
復
し
て
販
売
す
る
こ
と
を
期
待
｣

皿
と
か
ら
最
近
は
全
面
的
に
支
持
し
て

れ
彬
め
な
い
。
▼
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
ま
だ

醐

棚
い
る
。
景
気
が
盛
り
上
が
る
の
‘

-｣

ム
ー
ド

〃

　

　

よ
っ
て
、
結
果
的
に
実
際
の
取
引
の
回

皿
っ
と
し
て
気
を
緩
め
て
は

い
け
な

省一只
ま

つ
た
ば
か
り
だ
。
こ
れ
ま
で
環
境

馴

数
が
1
回
限
り
で
あ
っ
た
と
し
て
も

｢継

-皿
ぃ
。
▼
景
気
が
上
向
ぃ
て
き
た
と
い

勝
が
少
し
明
る
く
な
る
と
、
手
を
緩
め
醐

続
的
な
取
引
を
行
っ-て
い
た
債
務
者
｣
と

剛
っ
て
も
シ
ャ
ー
プ
や
ソ
ニ
ー
の
よ
う

て
本
格
的
な
回
復
に
つ
な
が
ら
な
か
剛

し
て
、
取
引
停
止
後
1
年
以
上
経
過
後
に

脚
な
大
企
業
が
成
長
力
を
取
り
戻
し
た

っ
た
こ
と
が
多
い
。
今
度
は
大
丈
夫
岡

備
忘
価
額
を
付
し
た
残
額
を
貸
倒
損
失
と

皿
わ
け
で
は
な
い
。
価
格
面
だ
け
で
な

だ
と
言
い
切
れ
る
だ
ろ
う
か
。
勝
負
剛

し
て
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

馴
く
技
術
開
発
力
で
も
競
争
力
を
矢

は
こ
れ
か
ら
だ
。


